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緒
　
言

筆
者
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
戦
前
期
に
お

い
て
支
那
愛
好
者
が
果
た
し
た
文
化
受
容
活
動
の
実
証
的
研
究
」
の
一
環
と
し

て
、
戦
前
期
の
支
那
愛
好
者
・
井
上
紅
梅
（
本
名
・
井
上
進
）
の
事
跡
研
究
に

向
け
た
整
理
収
集
を
進
め
て
い
る
。

既
に
一
連
の
拙
稿
【
一
】
で
も
述
べ
て
い
る
通
り
、
現
在
日
本
で
『
西
遊
記
』

や
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
そ
し
て
『
水
滸
伝
』
が
親
し
ま
れ
、
広
く
人
口
に
膾

炙
し
て
い
る
の
は
、
大
学
に
所
属
す
る
中
国
古
典
小
説
研
究
者
の
翻
訳
活
動
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
井
上
紅
梅
や
伊
藤
貴
麿
、
そ
し
て
平
岡
龍
城
を
初
め
と

す
る
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
活
躍
し
た
支
那
愛
好
者
の
尽
力
に
よ
る
事
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
支
那
愛
好
者
の
受
容
活
動
に
関
す
る
先
行
研
究
で
、
異

句
同
音
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
の
事
跡
に
関
す
る
資
料
の
決
定
的
な
不
足

で
あ
る
。

殊
に
白
話
小
説
の
翻
訳
で
有
名
な
井
上
紅
梅
に
つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
傾
向

が
強
く
、
例
え
ば
紅
梅
の
生
涯
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
三
石
善
吉
氏
も
、

紅
梅
を
「
謎
の
人
物
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
第
一
、
生
ま
れ
た
年
も
死

ん
だ
年
も
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
…
…
以
下
に
述
べ
る
生
涯
は
、
私
の
質
問

に
詳
細
に
回
答
し
て
下
さ
っ
た
増
田
渉
氏
の
手
紙
、
及
び
紅
梅
の
著
作
な
ど
か

ら
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
謎
の
部
分
が
あ
ま
り
に
も
多
い
」【
二
】
と
述

べ
て
い
る
通
り
、
彼
の
生
涯
の
全
貌
に
つ
い
て
は
不
明
点
が
多
く
、
紅
梅
の
正

確
な
生
年
も
没
年
さ
え
も
判
ら
な
い
と
い
う
有
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
れ
ら
文
化
受
容
活
動
を
支
え
た
支
那
愛
好
者
・
井
上
紅

梅
の
事
跡
を
解
明
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
寺
田
寅
彦
の
日
記
や
著
作
に
記
録
さ
れ

た
紅
梅
の
事
跡
や
、
紅
梅
主
宰
の
支
那
風
俗
研
究
会
の
機
関
誌
『
支
那
風
俗
』

に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
国
立
国
会
図
書
館
（
東

京
本
館
・
関
西
館
）
で
発
見
し
た
明
治
四
四
年
刊
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』

所
載
の
井
上
商
店
に
関
す
る
資
料
か
ら
、
紅
梅
の
文
学
活
動
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
宮み
や

田た

芳よ
し

三ぞ
う

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
　『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
所
載
の
井
上
商
店
に
つ
い
て

井
上
紅
梅
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
が
上
海
で
支
那
風
俗
研
究
会
を
発
足
し
た

後
に
つ
い
て
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
彼
の
幼
年

期
か
ら
青
年
期
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。

井
上
紅
梅
の
養
家
と
宮
田
芳
三
に
つ
い
て

―
―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事
跡
研
究
の
一
環
と
し
て
―
―

勝　

山　
　
　

稔



（2）83

井
上
紅
梅
の
養
家
と
宮
田
芳
三
に
つ
い
て 

―
―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事
跡
研
究
の
一
環
と
し
て 

―
―

こ
の
時
期
の
紅
梅
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、（
1
）
紅
梅
自
身
に
よ
る
随
筆

や
回
想
、（
2
）
親
友
で
あ
っ
た
寺
田
寅
彦
の
日
記
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
資
料

的
制
約
が
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
寺
田
の
日
記
は
、
寅
彦
が
高
知
か
ら
上
京
し
、
井
上
家
で
下
宿
を
始

め
て
か
ら
の
記
録
で
あ
り
、
最
も
早
い
記
録
で
も
明
治
三
四
年
一
月
で
、
当
時

紅
梅
は
既
に
二
一
歳
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
幼
年
時
代
か
ら
少
年
時
代

に
か
け
て
の
紅
梅
に
つ
い
て
は
、
本
人
自
身
の
随
筆
【
三
】
や
後
年
の
回
想
【
四
】
が

唯
一
の
資
料
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
紅
梅
は
明
治
一
四
年
に
貿
易
商
の
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
実
父
は
三
八
歳
で
没
し
、
祖
母
宅
に
引
き
取
ら
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、

祖
母
の
隣
人
の
紹
介
で
陸
軍
省
の
御
用
商
人
と
縁
組
み
が
纏
ま
り
、
七
歳
で
銀

座
尾
張
町
の
「
井
上
商
店
」
を
経
営
す
る
井
上
安
兵
衛
の
養
子
と
し
て
井
上
家

に
招
か
れ
た
こ
と
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
紅
梅
の
随
筆
、

そ
し
て
寅
彦
の
日
記
に
も
、
紅
梅
の
義
父
が
経
営
す
る
井
上
商
店
が
如
何
な
る

も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
殆
ど
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。

紅
梅
が
、
後
に
中
国
文
化
に
開
眼
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
彼
の
上
海
渡

航
（
大
正
二
年
秋
）
と
上
海
日
日
新
聞
へ
の
入
社
（
大
正
四
年
秋
）
で
あ
る
【
五
】。

し
か
し
、
そ
の
上
海
渡
航
の
発
端
と
な
っ
た
井
上
商
店
内
の
「
お
家
騒
動
」【
六
】

に
つ
い
て
は
、当
事
者
で
あ
る
紅
梅
自
身
も
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
。そ
の
た
め
、

紅
梅
が
白
話
小
説
翻
訳
を
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
と
す
る
以
前
に
お
い
て
、
資
料
的

空
白
の
最
も
大
き
な
も
の
が
、
こ
の
井
上
商
店
の
問
題
で
あ
っ
た
。

井
上
商
店
店
員
で
、
後
に
井
上
安
兵
衛
を
襲
名
す
る
宮
田
芳
三
に
つ
い
て
は
、

従
来
井
上
紅
梅
に
関
す
る
資
料
に
断
片
的
に
言
及
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
資
料

的
欠
落
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
筆
者
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
諸
官
省
用

達
商
人
名
鑑
』
に
見
え
る
井
上
商
店
の
記
録
を
発
見
し
た
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
、（
1
）
山
口
晋
一
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑 

前
編
』（
運
輸

日
報
社
、
明
治
四
三
年
九
月
）、（
2
）
山
口
晋
一
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑 

第

一
回
後
編
』（
山
口
晋
一
、
明
治
四
四
年
三
月
）、（
3
）
山
口
晋
一
『
諸
官
省
用

達
商
人
名
鑑 

第
二
回
前
編
』（
山
口
晋
一
、大
正
二
年
一
月
）
の
三
書
が
現
存
し
、

①
は
東
京
本
館
書
庫
及
び
関
西
館
総
合
閲
覧
室
、
②
③
は
東
京
本
館
の
み
に
収

蔵
し
て
い
る
も
の
の
、
他
の
図
書
館
に
は
所
蔵
が
確
認
出
来
な
い
稀
覯
本
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
井
上
商
店
に
関
す
る
記
述
は
、
②
『
第
一
回
後
編
』
と
、
③

『
第
二
回
前
編
』
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
シ
リ
ー
ズ
か
ら
、
明
治
後
期
と
大

正
初
期
に
お
け
る
井
上
商
店
の
経
営
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
ず
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑 

第
一
回
後
編
』
で
は
、
井
上
商
店
が
「
和
洋

織
物
及
医
療
機
器
商
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

井
上
商
店

　

東
京
市
京
橋
区
尾
張
町
新
地
八
番
地
に
あ
り
、
和
洋
織
物
、
医
療
器
械
、

繃
帯
材
料
、
雑
貨
類
を
営
む
。
其
繃
帯
材
料
製
造
工
場
は
小
石
川
区
小
日

向
町
二
番
地
に
、
医
療
器
械
製
造
工
場
は
本
郷
区
駒
込
神
明
町
三
番
地
に

あ
り
、
主
な
る
用
達
官
衙
は
陸
軍
衛
生
材
料
廠
、
東
京
逓
信
管
理
局
、
各

師
団
衛
戍
病
院
、
横
須
賀
海
軍
病
院
等
な
り
。

　

…
…（
中
略
）…
…
次
で
三
十
七
八
年
役
起
る
や
浅
草
の
山
崎
染
工
場（
今

の
東
京
染
織
会
社
）
と
共
同
し
て
茶
褐
色
雲
齋
類
を
近
衛
、
第
一
の
両
師

団
及
び
被
服
廠
に
納
品
し
、
雑
貨
業
者
と
し
て
は
東
京
砲
兵
工
廠
に
出
入

し
、
又
衛
生
材
料
廠
の
御
用
に
対
し
て
は
如
上
の
小
石
川
に
繃
帯
材
料
工

場
を
、
本
郷
に
医
療
器
械
工
場
を
創
設
し
、
各
品
に
対
す
る
専
門
家
を
主
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任
と
し
、
最
も
確
実
強
固
に
業
務
を
営
め
り
。（
１
）
専
売
特
許
縮
織
繃
帯

は
戦
役
後
陸
軍
衛
生
材
料
改
正
に
際
し
、
改
正
委
員
の
諸
説
を
参
照
し
て
、

店
員
宮
田
芳
三
氏
と
共
に
苦
心
発
明
し
た
る
も
の
に
し
て
、
目
下
陸
軍
薬

局
方
の
規
定
品
た
る
な
り
。

と
あ
り
、
井
上
商
店
が
幕
末
に
お
け
る
藩
邸
や
幕
府
の
御
用
達
か
ら
出
発
し
、

明
治
維
新
後
は
兵
部
省
の
御
用
商
人
と
な
っ
た
と
あ
る
。

前
稿
で
紹
介
し
た
『
京
浜
実
業
家
名
鑑
』
で
は
「
数
年
の
間
苦
心
計
画
し
、種
々

の
経
験
を
嘗
め
、
茲
に
始
め
て
其
織
方
に
一
新
機
軸
を
開
き
て
之
れ
を
世
に
公

に
せ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
井
上
商
店
が
新
機
軸
の
繃ほ
う

帯た
い

を
開
発
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
で
は
井
上
商
店
の
店
員
・
宮
田
芳
三

の
発
明
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

旧
日
本
陸
軍
で
は
、
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
明
治
三
七
年
以
後
、
革
脚
絆
に

代
わ
っ
て
巻
脚
絆
（
巻
ゲ
ー
ト
ル
）
が
採
用
さ
れ
、
将
兵
に
普
及
し
て
い
る
。

井
上
商
店
で
は
明
治
三
八
年
以
後
、
衛
生
材
料
廠
の
御
用
に
応
じ
て
小
石
川
区

小
日
向
町
に
繃
帯
材
料
製
造
工
場
を
創
設
し
て
い
る
。
こ
の
繃
帯
材
料
製
造
工

場
は
、
恐
ら
く
医
療
品
と
し
て
の
縮
織
繃
帯
の
ほ
か
、
巻
脚
絆
の
製
造
も
想
像

さ
れ
る
。
縮
織
繃
帯
発
明
の
井
上
商
店
の
繃
帯
材
料
製
造
工
場
で
あ
る
か
ら
、

医
療
用
包
帯
の
ほ
か
縮
織
繃
帯
製
の
巻
脚
絆
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
ま
で
は

確
認
出
来
な
い
。
縮
織
繃
帯
は
「
陸
軍
薬
局
方
の
規
定
品
」
と
あ
る
の
で
、
少

な
く
と
も
医
療
用
包
帯
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
傍
線
部
に
あ
る
、
伸
縮
繃
帯
を
発
明
し
た
井
上
商
店
店
員
の
宮
田
芳
三

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二
　
井
上
商
店
店
員
・
宮
田
芳
三
に
つ
い
て

宮
田
芳
三
に
つ
い
て
は
、
青
年
時
代
の
井
上
紅
梅
と
親
交
が
深
か
っ
た
寺
田

寅
彦
の
日
記
か
ら
も
彼
の
存
在
が
断
片
的
に
う
か
が
え
る
が
、
正
確
な
姓
名
ま

で
は
判
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、

宮
田
芳
三
は
商
店
の
専
売
特
許
・
伸
縮
繃
帯
を
発
明
し
た
井
上
商
店
の
功
労
者

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

し
か
も
、
当
初
は
井
上
紅
梅
が
井
上
商
店
の
店
主
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

（
先
代
井
上
安
兵
衛
の
判
断
で
）
最
終
的
に
は
宮
田
芳
三
が
二
代
目
井
上
安
兵
衛

を
襲
名
し
、続
編
と
な
る
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑　

第
二
回
前
編
』【
七
】
に
は
、

新
し
い
井
上
商
店
店
主
と
な
っ
た
宮
田
芳
三
の
経
歴
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
以
下
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑　

第
二
回
前
編
』
記
載
の
芳
三
に
関
す
る

経
歴
を
紹
介
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

▲
店
主
井
上
安
兵
衞
氏
は
（
２
）
明
治
十
四
年
三
月
神
奈
川
県
橘
樹
郡

橘
村
に
生
れ
、
同
二
十
七
年
井
上
商
店
に
入
る
、
其
在
店
中
店
務
の
餘
暇

早
稲
田
大
学
講
義
録
に
依
り
文
学
科
及
歴
史
科
を
修
め
校
外
試
験
を
受
け

て
其
に
卒
業
せ
り
、（
３
）
彼
の
日
露
の
戦
役
起
る
や
氏
は
店
務
整
理
と
し

て
店
主
を
輔
け
大
に
業
務
の
発
展
に
資
し
、
明
治
四
十
四
年
望
ま
れ
て
養
嗣

子
と
な
り
、
先
代
の
没
す
る
に
及
び
襲
名
す
。（
４
）
氏
は
元
の
姓
名
を
宮

田
芳
之
と
云
ひ
、（
５
）
日
露
戦
役
後
陸
軍
衛
生
材
料
攻マ

マ

正
に
際
し
、
改
正

委
員
の
諸
説
を
参
照
し
陸
軍
薬
方
の
規
定
品
た
る
に
至
れ
る
専
売
特
許
縮

織
繃
帯
を
製
出
せ
り
、（
６
）
氏
は
又
た
文
学
に
趣
味
を
有
し
宮
田
稜
々
の

名
を
以
て
著
述
を
な
し
た
る
は
皆
其
店
員
時
代
の
餘
暇
に
成
れ
る
も
の
也
。
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井
上
紅
梅
の
養
家
と
宮
田
芳
三
に
つ
い
て 

―
―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事
跡
研
究
の
一
環
と
し
て 

―
―

ま
ず
、彼
の
姓
名
で
あ
る
が
、傍
線
部
（
4
）
に
芳
三
の
本
名
は
「
宮
田
芳
之
4

4

」

と
あ
る
。
た
だ
、
経
歴
紹
介
文
の
最
後
に
は
「
此
間
当
時
の
店
員
宮
田
芳
三
4

4

氏

即
ち
現
店
主
の
努
力
極
め
て
大
な
る
も
の
あ
り
」
と
あ
り
、「
宮
田
芳
之
」
な
の

か
「
宮
田
芳
三
」
な
の
か
判
断
に
苦
慮
す
る
。

た
だ
①
明
治
四
四
年
版
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑 

第
一
回
後
編
』
に
は
「
宮

田
芳
三
」
と
あ
る
こ
と
、
②
寅
彦
の
日
記
で
も
、
彼
の
姓
名
は
「
宮
田
芳
三
」、

「
宮
田
芳よ
し

蔵ぞ
う

」【
八
】
も
し
く
は
「
宮
田
由よ
し

蔵ぞ
う

」【
九
】
と
表
記
が
ぶ
れ
4

4

て
い
る
。
こ
れ

は
恐
ら
く
寅
彦
自
身
も
宮
田
の
本
名
の
漢
字
表
記
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
と
推

論
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
読
み
は
「
よ
し
ぞ
う
」
で
あ
り
、「
宮
田
芳
之
」
と
い

う
記
載
は
管
見
の
限
り
で
は
一
例
も
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
傍
線
部
の

通
り
本
名
が
「
宮
田
芳
之
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、井
上
商
店
で
の
通
称
が
「
宮

田
芳
三
」
だ
っ
た
と
推
論
で
き
よ
う
（
混
用
を
避
け
る
た
め
、
以
下
「
芳
三
」

と
し
て
統
一
す
る
）。

芳
三
は
傍
線
部
（
2
）
の
通
り
、
明
治
一
四
年
三
月
神
奈
川
県
橘
樹
郡
橘
村

生
ま
れ
と
あ
り
、
紅
梅
と
同
年
の
出
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
芳
三
が

井
上
商
店
へ
来
た
の
は
一
三
歳
、
紅
梅
が
井
上
商
店
に
養
子
と
し
て
招
か
れ
た

の
は
、
紅
梅
自
身
の
記
録
に
よ
る
と
明
治
二
〇
年
四
月
七
日
【
十
】
で
あ
る
の
で
、

芳
三
が
井
上
商
店
を
訪
れ
た
の
は
紅
梅
の
七
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
養
父

の
勧
め
で「
商
業
学
校
」【
十
一
】
に
入
学
し
た
も
の
の
中
途
退
学
し
た
紅
梅
に
比
べ
、

芳
三
は
井
上
商
店
勤
務
の
傍
ら
早
稲
田
大
学
講
義
録
で
勉
学
に
励
み
、
校
外
試

験
を
経
て
無
事
卒
業
し
て
い
る
点
は
対
称
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
芳
三
で
あ
る
が
、
紅
梅
と
同
じ
趣
味
を
持
っ
て
い
た
。
青
年
文

学
雑
誌
へ
の
投
稿
で
あ
る
。
こ
れ
は
傍
線
部
（
6
）
に
あ
る
よ
う
に
、
芳
三
は

文
学
を
趣
味
と
し
、「
宮
田
稜り
ょ
う

々り
ょ
う」
の
筆
名
で
文
学
雑
誌
へ
の
投
稿
を
盛
ん
に

行
っ
て
い
た
と
あ
る
。

芳
三
は
、「
宮
田
芳
藏
」「
宮
田
稜
々
」「
稜
々
子
」「
稜
々
」
等
の
様
々
な
筆

名
を
用
い
て
い
る
が
、
井
上
紅
梅
と
と
も
に
、
青
年
時
代
か
ら
文
学
雑
誌
の
常

連
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
傍
線
部
に
は
店
員
時
代
の
「
餘
暇
」
に
著
述
し
た

と
言
う
が
、こ
の
表
現
は
適
当
で
は
な
い
。宮
田
の
創
作
活
動
は
極
め
て
旺
盛
で
、

そ
の
投
稿
実
績
を
見
る
と
「
餘
暇
」
ど
こ
ろ
か
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
没
頭
し
た

姿
が
う
か
が
え
る
。

寺
田
寅
彦
の
随
筆
「
銀
座
ア
ル
プ
ス
」
に
よ
る
と
、
寅
彦
が
井
上
商
店
に
下

宿
し
た
明
治
三
二
年
当
時
か
ら
「
年
の
若
い
店
員
の
間
に
は
文
学
熱
が
盛
ん
で
、

当
時
ほ
と
ん
ど
唯
一
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
青
年
文
学
雑
誌
「
文
庫
」
の
作

品
の
批
評
を
し
た
り
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
」【
十
二
】
と
あ
る
。
既
に
拙
稿
で
紹
介

し
て
い
る
通
り
、
井
上
紅
梅
は
著
名
誌
で
あ
る
『
文
庫
』（
少
年
園
・
内
外
出
版

協
会
）
や
『
新
声
』（
新
声
社
）
へ
盛
ん
に
投
稿
し
、
投
稿
開
始
か
ら
二
年
間
で

実
に
合
計
一
一
回
（『
文
庫
』
五
回
・『
新
声
』
六
回
）
も
の
入
選
【
十
三
】
を
果
た

し
て
い
る
。
た
だ
寅
彦
に
よ
る
と
、
井
上
商
店
で
の
文
学
熱
は
「
若
い
文
学
少

年
た
ち
4

4

」【
十
四
】
に
よ
る
と
あ
り
、
紅
梅
以
外
の
文
学
少
年
4

4

の
存
在
が
推
測
で
き

る
が
、
そ
れ
こ
そ
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
で
伸
縮
繃
帯
を
発
明
し
た
と
紹

介
さ
れ
た
宮
田
芳
三
で
あ
る
。

寅
彦
の
日
記
で
も
芳
三
は
、
紅
梅
と
共
に
行
動
し
て
い
る
様
子
【
十
五
】
が
う
か

が
え
、
井
上
商
店
で
紅
梅
の
ト
ラ
ン
プ
仲
間
と
し
て
「（
宮
田
）
稜
二
」
な
る
人

物
が
散
見
さ
れ
る
【
十
六
】。
し
か
し
、
寅
彦
の
日
記
に
紅
梅
が
頻
繁
に
登
場
す
る

一
方
、
芳
三
に
関
し
て
記
し
た
記
事
は
そ
の
数
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
こ
と
。
ま

た
紅
梅
が
井
上
商
店
に
居
住
し
て
い
る
頃
は
、寅
彦
も
足
繁
く
井
上
商
店
に
通
っ

て
い
る
が
、
紅
梅
が
井
上
商
店
を
去
っ
た
あ
と
は
、
寅
彦
の
井
上
商
店
訪
問
が

大
き
く
減
少
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
寅
彦
と
芳
三
と
は
、（
紅
梅
に
比
べ
れ
ば
）

親
密
な
関
係
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
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前
述
の
通
り
、
芳
三
と
紅
梅
は
同
年
の
出
生
で
あ
る
が
、
芳
三
の
文
学
雑
誌

へ
の
投
稿
は
紅
梅
よ
り
も
早
い
。紅
梅
の
初
入
選
が
明
治
三
一
年
六
月
の「
遊
猟
」

（『
新
声
』
四
巻
六
号
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
芳
三
は
一
年
早
く
明
治
三
〇
年
六

月
に
雑
誌『
頴え
い

才さ
い

新し
ん

誌し

』で
初
め
て
掲
載
さ
れ
、同
年
八
月
に
は『
小
文
庫
』に「
驟

雨
」
が
入
選
【
十
七
】
し
て
い
る
。『
頴
才
新
誌
』
は
、
一
八
七
七
年
陽
其
二
が
創

刊
し
た
本
邦
最
初
の
少
年
少
女
向
け
全
国
雑
誌
で
あ
り
、『
小
文
庫
』
は
少
年
園

が
一
八
八
八
年
に
創
刊
し
た
有
力
雑
誌
で
、
当
時
の
少
年
雑
誌
の
双
璧
を
な
し

て
い
た
。
ま
た
後
に
『
文
庫
』
へ
掲
載
さ
れ
た
と
き
に
は
、
雑
誌
選
者
が
「
嘗

て
『
小
文
庫
』
に
於
て
作
者
の
名
を
見
た
り
、
追
々
こ
っ
ち
へ
切
込
む
る
は
左

も
あ
る
べ
し
」【
十
八
】
と
あ
り
、
当
初
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
し
か
し
、
芳
三
の
そ
の
後
の
文
筆
活
躍
は
、
選
者
の
予
想
を
遙
か
に

上
回
る
も
の
と
な
っ
た
。

例
え
ば
青
少
年
文
学
雑
誌
『
文
庫
』【
十
九
】
は
「
編
輯
机
上
毎
月
新
に
集
ま
る

所
の
寄
稿
、
論
文
、
小
説
等
を
合
せ
ば
、
実
に
五
百
乃
至
七
百
編
の
多
き
に
達
す
。

若
夫
れ
こ
れ
に
、
俳
句
、
和
歌
、
詩
等
の
短
簡
な
る
も
の
を
加
ふ
れ
ば
、
其
数

幾
千
な
る
を
知
ら
ず
」（『
文
庫
』
明
治
三
〇
年
二
月
号
）
と
あ
る
よ
う
に
、
全

国
か
ら
厖
大
な
数
の
投
稿
作
品
が
集
ま
り
、
入
選
に
至
る
に
は
十
数
倍
〜
数
十

倍
の
競
争
を
勝
ち
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
芳
三
は
そ
の
難
関
雑
誌
に
毎

月
の
よ
う
に
入
選
し
て
い
る
。

管
見
の
限
り
に
於
い
て
そ
の
入
選
歴
を
紹
介
す
る
と
、
左
掲
の
通
り
で
あ
る
。

　

筆
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
名
及
び
掲
載
雑
誌

宮
田
芳
藏　
「
驟
雨
」（『
頴
才
新
誌
』
一
〇
二
九
号
、
明
治
三
〇
年
六
月
）

宮
田
芳
蔵　
「
驟
雨
」（『
小
文
庫
』
二
巻
六
号
、
明
治
三
〇
年
八
月
）【
二
十
】

宮
田
稜
　々
「
薬
師
堂
の
額
」（『
新
声
』
四
編
一
号
、
明
治
三
一
年
一
月
）

宮
田
稜
　々
「
梅
圃
の
月
」（『
新
声
』
四
編
三
号
、
明
治
三
一
年
三
月
）

宮
田
稜
　々
「
さ
く
ら
塚
」（『
新
声
』
四
編
五
号
、
明
治
三
一
年
五
月
）

宮
田
稜
　々
「
尺
八
」（『
文
庫
』
九
巻
五
号
、
明
治
三
一
年
五
月
）

宮
田
稜
　々
「
神
の
松
」（『
二
葉
集　

青
年
文
叢
』
明
治
三
一
年
五
月
）【
二
十
一
】

宮
田
稜
　々
「
帰
郷
（
日
記
節
録
）」（『
文
庫
』
一
〇
巻
一
号
、
明
治
三
一
年
六
月
）

宮
田
稜
　々
「
清
沢
の
一
夜
」（『
新
声
』
四
編
六
号
、
明
治
三
一
年
六
月
）

宮
田
稜
　々
「
流
れ
百
合
」（『
新
声
』
四
編
六
号
、
明
治
三
一
年
六
月
）

宮
田
稜
　々
「
あ
さ
が
ほ
」（『
文
庫
』
一
〇
巻
二
号
、
明
治
三
一
年
七
月
）

宮
田
芳
蔵
・
井
上
進　
「
緑
陰
小
話
」（『
文
庫
』
一
〇
巻
三
号
、
明
治
三
一
年
八
月
）

宮
田
稜
　々
「
不
動
堂
（
第
貳
等
賞
）」（『
新
声
』
五
編
二
号
、
明
治
三
一
年
八
月
）

宮
田
稜
　々
「
枯
れ
た
ち
ば
な
」（『
新
声
』
五
編
三
号
、
明
治
三
一
年
九
月
）

稜
々
子　
　
「
骨
う
つ
声
」（『
文
庫
』
一
〇
巻
五
号
、
明
治
三
一
年
一
〇
月
）

稜
々
子　
　
「
追
懐
記
」（『
文
庫
』
一
〇
巻
六
号
、
明
治
三
一
年
一
一
月
）

宮
田
稜
　々
「
つ
つ
み
石
」（『
新
声
』
五
編
五
号
、
明
治
三
一
年
一
二
月
）

宮
田
稜
　々
「
巻
首　

在
京
誌
友
懇
話
会
概
況
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
新
声
』
五
編
六
号
、
明
治
三
一
年
一
二
月
）

宮
田
稜
　々
「
地
蔵
ま
ゆ
（
懸
賞
小
説
）」（『
桜
洲
之
青
年
』
二
号
、明
治
三
二
年
一
月
）

宮
田
稜
　々
「
悼
春
翠
君
長
逝
」（『
桜
洲
之
青
年
』
二
号
、
明
治
三
二
年
一
月
）

宮
田
稜
　々
「
塩
田
緑
葉
」（『
桜
洲
之
青
年
』
二
号
、
明
治
三
二
年
一
月
）

宮
田
稜
　々
「
て
ま
り
歌
」（『
桜
洲
之
青
年
』
三
号
、
明
治
三
二
年
一
月
）

宮
田
稜
　々
「
百
合
と
り
」（『
桜
洲
之
青
年
』
四
号
、
明
治
三
二
年
一
月
）

宮
田
稜
　々
「
雪
の
山
路
」（『
新
声
』
新
一
編
一
号
、
明
治
三
二
年
一
月
）

稜
　々
　
　
「
帰
り
花
」（『
文
庫
』
一
一
巻
四
号
、
明
治
三
二
年
二
月
）

稜
　々
　
　
「
川
崎
紀
行
」（『
文
庫
』
一
一
巻
六
号
、
明
治
三
二
年
三
月
）

稜
　々
　
　
「
行
く
春
」（『
文
庫
』
一
二
巻
二
号
、
明
治
三
二
年
五
月
）
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宮
田
稜
　々
「
お
ぼ
ろ
夜
」（『
新
声
』
新
一
編
五
号
、
明
治
三
二
年
五
月
）

宮
田
稜
　々
「
故
園
の
一
日
」（『
新
声
』
新
一
編
六
号
、
明
治
三
二
年
五
月
）

稜
　々
　
　
「
夏
虫
」（『
文
庫
』
一
二
巻
五
号
、
明
治
三
二
年
七
月
）

稜
　々
　
　
「
枯
れ
海
松
」（『
文
庫
』
一
二
巻
六
号
、
明
治
三
二
年
八
月
）

宮
田
稜
　々
「
葭
簀
小
屋
」（『
新
声
』
新
二
編
三
号
、
明
治
三
二
年
九
月
）

稜
　々
　
　
「
枝
豆
売
り
」（『
文
庫
』
一
三
巻
三
号
、
明
治
三
二
年
一
一
月
）

稜
　々
　
　
「
寒
古
鳥
」（『
文
庫
』
一
三
巻
五
号
、
明
治
三
二
年
一
二
月
）

宮
田
稜
　々
「
寺
の
灯
」（『
新
声
』
新
三
編
一
号
、
明
治
三
三
年
一
月
）

稜
々
・
春
酔「
心
ば
え
」（『
文
庫
』
一
四
巻
三
号
、
明
治
三
三
年
三
月
）

稜
々
・
春
酔「
心
ば
え
（
二
）」（『
文
庫
』
一
四
巻
四
号
、
明
治
三
三
年
三
月
）

稜
々
・
春
酔「
心
ば
え
（
三
）」（『
文
庫
』
一
四
巻
五
号
、
明
治
三
三
年
四
月
）

宮
田
稜
　々
「
黄
楊
の
櫛
（
美
文　

第
三
等
賞
図
書
切
符
一
円
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
新
声
』
新
三
編
五
号
、
明
治
三
三
年
四
月
）

稜
々
子　
　
「
植
民
の
目
的
を
論
ず
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
行
政
学
会
『
行
政
』
一
五
号
、明
治
三
三
年
六
月
）

稜
　々
　
　
「
水
泡
」（『
文
庫
』
一
五
巻
二
号
、
明
治
三
三
年
七
月
）

宮
田
稜
　々
「
蚯
蚓
の
声
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
少
国
民
』
第
一
二
年
二
四
号
、明
治
三
三
年
一
一
月
）【
二
十
二
】

宮
田
稜
　々
「
雪
仁
王
」（『
少
国
民
』
第
一
三
年
二
号
、
明
治
三
四
年
一
月
）【
二
十
三
】

宮
田
稜
　々
「
花
百
合
物
語
」（『
少
国
民
』第
一
三
年
八
号
、明
治
三
四
年
四
月
）【
二
十
四
】

宮
田
稜
　々
「
張
子
房
」（『
少
国
民
』
第
一
三
年
九
号
、
明
治
三
四
年
四
月
）【
二
十
五
】

宮
田
稜
　々
「
氷
賣
り
」（『
少
国
民
』
第
一
三
年
一
六
号
、明
治
三
四
年
七
月
）【
二
十
六
】

宮
田
稜
　々
「
新
農
夫
」（『
文
庫
』
一
八
巻
三
号
、
明
治
三
四
年
九
月
）

宮
田
稜
　々
「
小
説　

鬼
灯
」（『
文
庫
』
一
八
巻
五
号
、
明
治
三
四
年
一
〇
月
）

宮
田
稜
　々
「
小
説　

蘆
の
花
」（『
文
庫
』
一
九
巻
一
号
、
明
治
三
四
年
一
一
月
）

宮
田
稜
　々
「
熊
捕
り
太
郎
」

　
　
　
（
福
田
滋
次
郎
編
『
勢
揃
ひ　

短
篇
奇
談
』
晴
光
館
、
明
治
三
四
年
一
二
月
）

稜
　々
　
　
「
松
の
露
」（『
文
庫
』
二
三
巻
二
号
、
明
治
三
六
年
五
月
）

宮
田
稜
　々
「
熊
捕
り
太
郎
」

　
　
　
　
　
（
福
田
滋
次
郎
編
『
短
篇
小
説
集
』
晴
光
館
書
店
、 

明
治
三
七
年
一
二
月
）

稜
々
子　
　
「
骨
う
つ
声
」（
石
井
稻
三
編
『
当
代
名
家
小
品
集
』
明
治
三
八
年
九
月
）

稜
　々
　
　
「
松
風
会
雑
感
」（『
文
庫
』
三
一
巻
四
号
、
明
治
三
九
年
五
月
）

宮
田
稜
　々
「
洪
水
記
」（『
詩
人
』
五
号
、
明
治
四
〇
年
一
〇
月
）【
二
十
七
】

宮
田
稜
　々
「
銀
座
の
柳
」（『
文
庫
』
三
七
巻
五
号
、
明
治
四
一
年
九
月
）

芳
三
の
投
稿
の
傾
向
と
し
て
ま
ず
言
え
る
の
は
、「
短
期
集
中
」
で
あ
る
。
例

え
ば
明
治
三
一
年
に
は
一
八
件
、
三
二
年
に
も
一
六
件
と
超
人
的
と
も
言
え
る

入
選
数
を
誇
っ
て
い
る
。

そ
の
多
作
ぶ
り
は
紅
梅
を
凌
駕
す
る
。
青
少
年
文
芸
雑
誌
へ
の
通
算
入
選
数

を
見
る
と
、
紅
梅
が
一
九
本
の
入
選
（
明
治
三
一
年
〜
三
八
年
）
に
対
し
、
芳

三
は
四
〇
本
（
明
治
三
〇
〜
四
一
年
）
と
紅
梅
の
二
倍
以
上
で
あ
る
。
し
か
も
、

紅
梅
に
は
見
ら
れ
な
い
懸
賞
小
説
に
も
三
度
受
賞
し
て
お
り
、
文
字
通
り
質
・

量
と
も
に
紅
梅
を
圧
倒
す
る
実
績
を
誇
っ
て
い
る
。

右
記
の
通
り
彼
の
作
品
は
極
め
て
多
種
多
彩
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
小
論
で

は
作
品
内
容
を
紹
介
す
る
紙
数
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
は
別
稿
に
ゆ
ず
ら

ざ
る
を
え
な
い
。た
だ
、こ
の
種
の
作
品
に
は
選
者
の
寸
評
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、

彼
の
文
学
活
動
に
対
す
る
評
価
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
寸
評
の
過
半
は

辛
辣
な
評
言
で
占
め
ら
れ
る
の
が
現
状
【
二
十
八
】
で
あ
っ
た
が
、
芳
三
の
作
品
に

対
す
る
寸
評
に
は
、
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―
着
想
凡
な
ら
ず
、
前
途
に
望
め
る
作
家
な
り
【
二
十
九
】

― 
稜
々
子
の
作
、
一
篇
出
づ
る
毎
に
必
ず
進
跡
あ
り
、
前
途
真
に
刮
目

す
べ
し
【
三
十
】

― 
文
才
凡
に
あ
ら
ず
、休
ま
ず
文
を
練
る
と
共
に
、修
養
を
積
ま
れ
な
ば
、

天
晴
れ
剛
の
者
と
な
る
べ
し
。
余
最
も
君
の
将
来
に
望
を
属
す
【
三
十
一
】

― 

多
く
の
寄
稿
家
の
中
に
あ
り
て
、
推
敲
に
苦
心
す
る
こ
と
作
者
の
如

き
は
稀
な
り
と
思
は
る
。
余
毎
号
原
稿
の
検
閲
、添
削
に
従
事
す
る
に
、

某
々
二
三
子
の
寄
稿
を
除
き
て
は
、
文
才
甚
だ
嘆
美
す
べ
く
、
推
し

て
傑
作
と
い
ふ
べ
き
も
の
に
あ
り
て
も
、
全
く
加
減
の
必
要
な
き
も

の
殆
ど
稀
れ
な
り
【
三
十
二
】

と
絶
賛
に
近
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
紅
梅
の
寸
評
も
決
し
て
悪
い
も
の
で
は

無
か
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
高
い
評
価
を
受
け
て
は
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
芳
三
は
青
年
文
学
雑
誌
界
で
は
広
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
文
芸
誌
『
新
声
』
の
誌
友
懇
話
会
の
開
催
報
告
を
参
加
者
代
表
と
し
て

執
筆
し
て
い
る
ほ
か
、明
治
三
九
年
に
は
自
ら
が
編
纂
し
た
『
花
か
つ
み
』【
三
十
三
】

を
自
費
出
版
、更
に
、福
田
滋
次
郎
編『
勢
揃
ひ　

短
篇
奇
談
』で
は
、泉
鏡
花（「
立

春
」）
や
徳
田
秋
声
（「
新
し
き
巣
」）
な
ど
の
そ
う
そ
う
た
る
執
筆
陣
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
芳
三
は
、
紅
梅
の
関
係
も
良
好
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
紅

梅
と
芳
三
と
の
合
作
「
緑
陰
小
話
」
が
『
文
庫
』【
三
十
四
】
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事

か
ら
も
理
解
で
き
る
し
、
ま
た
明
治
三
一
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
文
学
雑
誌

『
新
声
』
の
懇
話
会
に
常
連
の
芳
三
が
招
か
れ
た
が
、
そ
の
時
に
は
紅
梅
も
列
席

し
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
芳
三
の
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
芳
三
か
ら
遅
れ
る
こ
と
一
年
に
し
て
紅
梅
は
『
新
声
』
誌
に
初
入

選
【
三
十
五
】
す
る
と
、
芳
三
と
白
熱
し
た
創
作
競
争
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
と
な
る
。

紅
梅
の
投
稿
作
品
「
饂
飩
賣
」（『
文
庫
』
一
一
巻
一
号
）【
三
十
六
】
に
あ
る
選
者
・

五
十
嵐
白
蓮
の
寸
評
に
「
君
と
『
骨
う
つ
声
』
の
作
者
稜
々
子
と
は
、
ひ
と
つ

い
へ
の
内
に
起
き
ふ
し
ゝ
て
情
同
胞
の
如
し
と
か
風
の
便
り
に
聞
き
た
る
が
、

作
文
の
力
も
今
伯
仲
の
間
に
あ
り
。
や
が
て
ど
ち
ら
が
前
に
な
り
玉
ふ
か
、
暫

く
お
も
し
ろ
き
競
争
と
申
す
べ
し
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
通
り
、
二
人
は
良

き
ラ
イ
バ
ル
の
間
柄
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
筆
者
は
前

稿
に
お
い
て
「
そ
の

紅
梅
に
文
学
熱
を

か
き
た
て
る
契
機

と
な
っ
た
の
が
、
後

に
物
理
学
者
・
随
筆

家
と
し
て
活
躍
す

る
寺
田
寅
彦
と
の
親
交
で
あ
る
…
…
寅
彦
が
井
上
商
店
に
訪
れ
、
紅
梅
ら
に
俳

句
の
手
ほ
ど
き
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
紅
梅
は
、
多
感
な
青
年

期
に
、
寅
彦
を
介
し
て
漱
石
や
子
規
と
い
う
文
学
思
潮
を
吸
収
し
、
文
学
誌
へ

の
投
稿
に
磨
き
を
か
け
て
い
っ
た
」【
三
十
七
】
と
述
べ
、
紅
梅
の
文
学
熱
は
寅
彦
の

来
訪
に
よ
っ
て
か
き
た
て
ら
れ
た
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
の
宮
田
芳
三
の
出
現

に
よ
っ
て
、
こ
の
点
は
修
正
が
必
要
と
な
っ
た
。

寺
田
寅
彦
の
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
物
理
学
科
入
学
に
伴
う
井
上
商
店
来

訪
は
、
明
治
三
二
年
夏
で
あ
る
。
し
か
し
紅
梅
の
文
学
誌
初
入
選
は
明
治
三
一
年

六
月
で
あ
り
、
紅
梅
の
投
稿
活
動
は
寅
彦
の
訪
問
の
一
年
以
上
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
寅
彦
の
井
上
商
店
来
訪
は
、
紅
梅
の
文
学
熱
を
促
進
す

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
寅
彦
の
訪
問
自
体
が
、
紅
梅
の
文
学
熱
を
生
み
出
し
た
の

　
（
表
1
）
紅
梅
の
文
学
誌
投
稿
と
寺
田
寅
彦
来
訪
の
経
緯

明
治
三
〇
年
六
月　
　

芳
三
文
学
誌
初
入
選

明
治
三
一
年
六
月　
　

紅
梅
文
学
誌
初
入
選

明
治
三
一
年
一
一
月　

在
京
新
声
誌
友
懇
話
会

明
治
三
二
年
夏
頃　
　

寺
田
寅
彦
井
上
商
店
に
下
宿
開
始
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井
上
紅
梅
の
養
家
と
宮
田
芳
三
に
つ
い
て 

―
―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事
跡
研
究
の
一
環
と
し
て 

―
―

で
は
な
い
。
寧
ろ

今
回
の
考
察
の
結

果
に
よ
れ
ば
、
紅

梅
の
文
学
熱
を
生

み
出
す
契
機
と
し

て
宮
田
芳
三
の
存

在
が
大
き
か
っ
た

に
違
い
な
い
。

明
治
三
一
年
一
一
月
二
七
日
、
九
段
坂
下
の
玉
川
邸
で
開
催
さ
れ
た
「
第
二

回
在
京
新
声
誌
友
懇
話
会
」
の
来
会
列
席
者
の
記
念
写
真
が
、『
新
声
』
一
編
一

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
集
合
写
真
に
は
宮
田
芳
三
と
、
商
業
学
校
を
病

気
中
退
し
た
ば
か
り
の
紅
梅
青
年
が
写
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
井
上
紅
梅
の
写

真
は
、
昭
和
一
四
年
撮
影
の
写
真
（
紅
梅
五
九
歳
）
が
一
葉
の
み
確
認
【
三
十
八
】

さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
青
年
時
代
の
写
真
は
今
回
初
め
て
の
発
見
で
あ
る
。

写
真
撮
影
し
た
明
治
三
一
年
一
一
月
の
時
点
で
、
芳
三
は
実
に
一
六
件
と
い

う
堂
々
た
る
入
選
実
績
を
持
つ
。
し
か
し
、
一
方
の
紅
梅
は
ま
だ
五
ヶ
月
前
に

作
品
が
初
入
選
し
た
ば
か
り
で
、
殆
ど
入
選
実
績
が
な
か
っ
た
。
そ
の
無
名
の

紅
梅
を
わ
ざ
わ
ざ
青
年
文
士
の
会
合
に
誘
っ
た
点
を
見
て
も
、
紅
梅
の
文
筆
活

動
の
最
初
期
に
於
い
て
、
全
国
紙
の
懸
賞
論
文
で
屈
指
の
成
績
を
収
め
て
い
た

宮
田
芳
三
の
存
在
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

宮
田
芳
三
は
、
も
と
も
と
井
上
商
店
に
住
み
込
み
で
働
く
一
店
員
に
過
ぎ

ず
【
三
十
九
】、井
上
紅
梅
こ
そ
が
井
上
商
店
の
後
継
人
と
し
て
教
育
さ
れ
て
い
た
が
、

（
先
代
）
井
上
安
兵
衛
は
、
最
終
的
に
は
井
上
紅
梅
を
「
廃
嫡
」
と
し
、
代
わ
っ

て
宮
田
芳
三
を
養
嗣
子
と
し
て
井
上
家
に
招
き
、
二
代
目
井
上
安
兵
衛
を
襲
名

さ
せ
た
。
寅
彦
宅
に
も
訪
問
す
る
様
子
が
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
【
四
十
】、

〔写真１〕第二回在京新声誌友懇話会の記念写真（明治 31年 11月）

〔写真 2〕写真１の拡大写真
前列右が井上紅梅
後列左が宮田芳三
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な
ぜ
紅
梅
が
廃
嫡
と
な
り
、
代
わ
っ
て
芳
三
が
選
ば
れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
は

紅
梅
に
よ
る
断
片
的
な
記
録
【
四
十
一
】
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
事
情
を
知

る
紅
梅
も
、
そ
の
経
緯
を
多
く
語
っ
て
い
な
い
の
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。

し
か
し
前
掲
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑　

第
二
回
前
編
』
傍
線
部
（
3
）（
5
）

に
も
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
日
露
戦
争
時
に
お
け
る
芳
三
の
卓
越
し
た
店
務
実

績
、
そ
し
て
宮
田
芳
三
の
発
明
で
あ
る
伸
縮
繃
帯
が
陸
軍
薬
局
方
の
規
定
品
に

認
定
さ
れ
た
と
い
う
二
点
が
、「
井
上
商
店
の
後
継
者
に
は
養
子
の
井
上
紅
梅
よ

り
も
寧
ろ
宮
田
芳
三
が
適
当
」
と
、
初
代
井
上
安
兵
衛
の
判
断
を
変
え
る
契
機

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
宮
田
芳
三
店
長
就
任
後
の
井
上
商
店
に
つ
い
て

紅
梅
と
芳
三
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
紹
介
し
よ
う
。

上
述
の
通
り
、
井
上
商
店
の
創
業
者
で
あ
る
初
代
井
上
安
兵
衛
は
、
当
初
紅

梅
を
養
子
と
し
て
迎
え
た
。『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
に
あ
る
通
り
、
安
兵
衛

は
弘
化
元
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
紅
梅
が
養
子
に
来
た
時
点
で
養
母
は
四
〇
歳

を
超
え
【
四
十
二
】、
寅
彦
も
明
治
三
四
年
の
時
点
で
紅
梅
の
養
父
母
を
「
老
夫
婦
」

と
表
現
【
四
十
三
】
し
て
い
る
。
安
兵
衛
に
と
っ
て
世
代
交
代
の
問
題
は
、
相
当
深

刻
な
問
題
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
紅
梅
は
、
商
家
の
見
習
い

奉
公
も
商
業
学
校
入
学
も
、
何
れ
も
病
弱
の
た
め
に
中
途
で
挫
折
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て
そ
の
後
は
商
業
よ
り
も
文
学
雑
誌
へ
の
投
稿
に
没
頭
す
る
毎
日
で
あ
っ

た
。
養
父
は
そ
れ
を
見
て
、紅
梅
は
商
店
の
後
継
者
に
は
不
向
き
と
し
て「
廃
嫡
」

と
し
、
彼
を
井
上
商
店
を
離
れ
、
湯
島
天
神
町
に
転
居
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て

養
父
は
、
伸
縮
繃
帯
を
発
明
し
陸
軍
薬
局
方
の
規
定
品
を
生
み
出
し
た
宮
田
芳

三
を
抜
擢
、
明
治
三
八
年
頃
に
改
め
て
養
子
縁
組
を
行
い
、
宮
田
は
二
代
目
井

上
安
兵
衛
こ
と
井
上
由
蔵
に
改
名
す
る
。
二
代
目
襲
名
と
時
期
を
同
じ
く
し
て

同
年
一
〇
月
に
は
井
上
商
店
の
改
装
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、
寅
彦
の
日

記
か
ら
も
確
認
【
四
十
四
】
で
き
る
。

な
お
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
に
は
、
明
治
四
四
年
版
と
大
正
二
年
版
に

掲
載
さ
れ
た
井
上
商
店
店
舗
の
外
観
が
異
な
り
、
大
正
二
年
刊
に
は
三
階
部
分

が
増
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
増
築
に
つ
い
て
は
、
寅
彦
が
明
治
四
一
年
二
月
二

日
の
日
記
に
記
載
し
て
い
る
【
四
十
五
】。
そ
の
た
め
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑 

第

一
回
後
編
』
に
従
っ
て
明
治
四
四
年
以
降
に
増
築
と
考
え
る
と
寅
彦
の
日
記
内

容
と
や
や
矛
盾
す
る
。
日
記
は
同
時
代
史
料
で
あ
る
た
め
、
史
料
的
正
確
性
は

高
い
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
寅
彦
の
日
記
に
従
い
、
明
治
四
一
年
に
増
築
が
行

わ
れ
た
が
、
増
築
後
の
店
舗
の
写
真
が
な
か
っ
た
た
め
明
治
四
四
年
版
『
諸
官

省
用
達
商
人
名
鑑
』
に
は
、
増
築
前
の
店
舗
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
大

〔写真 3〕『諸官省用達商人名鑑』（明治 44年版）
掲載の井上商店
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井
上
紅
梅
の
養
家
と
宮
田
芳
三
に
つ
い
て 

―
―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事
跡
研
究
の
一
環
と
し
て 

―
―

正
二
年
版
に
な
っ
て
よ
う
や
く
増
築
後
の
店
舗
が
掲
載
さ
れ
た
と
判
断
し
た
い
。

本
論
で
取
り
上
げ
た
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
の
緒
言
に
あ
る
通
り
、
取

材
は
明
治
四
四
年
初
頭
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
創
業
者
の
井
上

安
兵
衛
が
健
在
で
、
宮
田
芳
三
は
ま
だ
店
員
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

紅
梅
の
回
想
で
は
明
治
四
四
年
に
六
七
歳
で
井
上
安
兵
衛
が
死
亡
し
た
と
あ

り
【
四
十
六
】、
明
治
四
五
年
一
月
三
日
付
の
寅
彦
の
日
記
に
は
井
上
由
蔵
が
井
上
安

兵
衛
を
襲
名
し
た
と
あ
る
【
四
十
七
】。
こ
れ
で
井
上
商
店
の
世
代
交
代
は
無
事
完
了

し
た
が
、
廃
嫡
後
も
未
精
算
で
あ
っ
た
店
の
商
権
と
資
産
負
債
は
、
す
べ
て
井

上
由
蔵
（
宮
田
芳
三
）
に
譲
渡
す
る
こ
と
と
な
り
【
四
十
八
】、
こ
れ
に
よ
っ
て
紅
梅

は
一
気
に
経
済
的
に
逼
迫
し
た
と
い
う
（
逆
に
言
え
ば
、
廃
嫡
後
も
あ
る
程
度

井
上
商
店
の
商
権
や
資
産
は
紅
梅
に
与
え
ら
れ
て
い
た
と
推
論
で
き
る
）。

そ
し
て
紅
梅
は
四
歳
の
息
子
を
井
上
商
店
に
残
し
【
四
十
九
】、
大
正
二
年
夏
上
海

に
渡
航
。
後
に
上
海
の
邦
字
新
聞
者
の
新
聞
記
者
と
し
て
腰
を
落
ち
着
け
る
こ

と
と
な
る
。
そ
し
て
中
国
人
新
聞
記
者
や
上
海
在
住
の
中
国
人
小
説
家
と
の
交

遊
を
通
じ
て
、
中
国
風
俗
研
究
や
中
国
小
説
研
究
へ
と
傾
倒
し
て
ゆ
く
こ
と
と

な
る
が
、
こ
の
話
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
宮
田
芳
三
の
も
と
で
新
体
制
と
な
っ
た
井

上
商
店
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
後
に
大
き
な
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

大
正
三
年
一
〇
月
一
五
日
、
紅
梅
の
息
子
の
五
歳
の
お
祝
い
に
妻
に
反
物
を

持
た
せ
た
寺
田
寅
彦
は
、
井
上
商
店
の
意
外
な
事
実
を
知
っ
た
。

当
日
の
寅
彦
の
日
記
に
は
「
芳
藏
は
肺
疾
に
て
月
嶋
海
岸
病
院
に
入
院
中
の

由
な
り
。
嫁
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
ら
し
く
里
に
て
養
生
中
の
由
」【
五
十
】
と
あ
る
。

寅
彦
自
身
、
二
ヶ
月
ほ
ど
前
の
八
月
二
二
日
に
井
上
商
店
を
訪
問
し
て
い
る
が
、

そ
の
時
に
は
安
兵
衛
の
肺
病
の
記
録
は
見
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
二
代
目
井
上

安
兵
衛
は
大
正
三
年
八
月
以
後
に
肺
病
を
発
症
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
翌
年
一
一

月
二
四
日
に
は
初
代
井
上
安
兵
衛
未
亡
人
が
死
去
【
五
十
一
】、
そ
の
三
年
後
と
な
る

　
（
表
2
）
紅
梅
の
廃
嫡
か
ら
二
代
目
井
上
安
兵
衛
死
亡
ま
で
の
経
緯

明
治
三
八
年　
　
　
　

紅
梅
井
上
家
か
ら
廃
嫡　

宮
田
芳
三
が
井
上
家
と
養
子
縁
組

明
治
三
八
年
一
〇
月　

井
上
商
店
改
装
工
事

明
治
四
四
年
三
月　
　
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑　

第
一
回
後
編
』
刊
行

明
治
四
四
年　
　
　
　

初
代
井
上
安
兵
衛
が
死
亡

明
治
四
四
年　
　
　
　

紅
梅
井
上
商
店
の
商
権
と
資
産
負
債
を
井
上
由
蔵
に
譲
渡

明
治
四
五
年
一
月　
　

井
上
由
蔵
が
井
上
安
兵
衛
を
襲
名

大
正
二
年
一
月　
　
　
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑 

第
二
回
前
編
』
刊
行

大
正
三
年
八
月
頃　
　

二
代
目
井
上
安
兵
衛
が
肺
病
発
症

大
正
七
年
五
月　
　
　

二
代
目
井
上
安
兵
衛
が
死
亡

〔写真４〕『諸官省用達商人名鑑（大正２年版）』
掲載の井上商店（右上は二代目井上安兵衛）
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大
正
七
年
五
月
一
六
日
、
二
代
目
井
上
安
兵
衛
が
三
八
歳
で
死
亡
す
る
【
五
十
二
】、

明
治
四
五
年
、
井
上
由
蔵
が
井
上
安
兵
衛
を
襲
名
し
て
実
働
期
間
は
僅
か
三
年
、

闘
病
生
活
四
年
弱
の
果
て
で
あ
っ
た
。

大
正
七
年
五
月
二
〇
日
付
の
寅
彦
の
日
記
に
は
、「
四
時
井
上
に
行
き
て
見
舞

を
述
ぶ
、
金
蔵
君
の
外
は
昔
の
馴
染
は
あ
ら
ず
、
進
氏
の
息
九
歳
な
る
が
、
寄

辺
な
げ
な
る
も
哀
れ
な
り
。
明
日
高
田
万
蔵
院
に
て
葬
儀
の
筈
」【
五
十
三
】
と
あ
り
、

翌
日
行
わ
れ
た
葬
儀
に
参
加
し
た
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
九
歳
に

成
長
し
た
紅
梅
の
実
子
が
見
え
る
が
、
そ
の
後
の
井
上
商
店
の
足
取
り
に
つ
い

て
は
、
井
上
紅
梅
自
身
は
管
見
の
限
り
に
於
い
て
は
何
も
書
き
残
し
て
い
な
い
。

唯
一
残
っ
て
い
る
の
は
、
昭
和
八
年
二
月
に
発
表
し
た
寅
彦
晩
年
の
回
想
で

あ
る
。
そ
の
回
想
を
紹
介
し
て
本
論
の
最
後
と
し
た
い
。

　

震
災
以
後
の
銀
座
に
は
昔
の
「
煉
瓦
」
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
第
二
の
故
郷
の
一
つ
で
あ
っ
た
Ｉ
の
家
（
筆
者
注
：
井
上

商
店
）
は
と
う
の
昔
に
一
家
離
散
し
て
し
ま
っ
た
が
家
だ
け
は
震
災
前
ま

で
だ
い
た
い
昔
の
姿
で
残
っ
て
い
た
の
に
今
で
は
そ
れ
す
ら
影
も
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
昔
帳
場
格
子
か
ら
な
が
め
た
向
か
い
の
下
駄
屋
さ
ん
も

ど
う
な
っ
た
か
、
今
三
越
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
の
が
そ
れ
か
ど
う
か
自
分
に

は
わ
か
ら
な
い
。
…
…
足
も
と
の
土
で
さ
え
、舗
装
の
人
造
石
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
下
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
何
を
な
つ
か
し
む
と
も
な

く
、
尾
張
町
の
あ
た
り
を
さ
ま
よ
っ
て
は
、
昔
の
夢
の
あ
り
か
を
捜
す
よ

う
な
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
【
五
十
四
】。

結
　
語

以
上
、本
稿
で
は
国
立
国
会
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』

所
載
の
井
上
商
店
に
関
す
る
記
事
に
注
目
し
、
紅
梅
の
事
跡
を
語
る
上
で
、
必

要
不
可
欠
な
井
上
商
店
の
動
向
や
、
紅
梅
と
同
様
に
文
学
創
作
に
傾
倒
し
た
宮

田
芳
三
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
。
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅰ　
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
に
よ
る
と
、
井
上
商
店
は
、
幕
末
に
藩
邸
や
幕

府
の
御
用
達
と
し
て
出
発
、
そ
し
て
明
治
維
新
後
は
兵
部
省
の
御
用
商
人
と
な

り
、
明
治
三
七
〜
三
八
年
の
日
露
戦
争
の
際
に
は
、
更
に
事
業
を
拡
大
し
、
自

前
で
繃
帯
材
料
製
造
工
場
・
医
療
器
械
製
造
工
場
を
創
設
し
、
商
取
引
の
み
な

ら
ず
医
療
品
の
製
造
に
も
事
業
を
拡
大
し
て
い
た
。

Ⅱ　

井
上
商
店
の
店
員
で
伸
縮
繃
帯
を
発
明
し
た
宮
田
芳
三
は
、
明
治
一
四
年

三
月
神
奈
川
県
橘
樹
郡
橘
村
生
ま
れ
で
、
一
三
歳
か
ら
井
上
商
店
で
勤
務
し
、

井
上
商
店
勤
務
の
傍
ら
早
稲
田
大
学
講
義
録
で
勉
学
に
励
み
、
校
外
試
験
を
経

て
卒
業
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
青
年
文
学
雑
誌
の
常
連
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

紅
梅
の
文
筆
活
動
を
遙
か
に
上
回
る
活
躍
を
示
し
た
。
芳
三
は
無
名
の
紅
梅
を

わ
ざ
わ
ざ
青
年
文
士
の
会
合
に
招
き
、
時
に
は
紅
梅
と
芳
三
の
連
名
で
作
品
を

投
稿
す
る
な
ど
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
紅

梅
の
文
筆
活
動
の
最
初
期
に
於
い
て
、
全
国
紙
の
懸
賞
論
文
で
屈
指
の
成
績
を

収
め
て
い
た
宮
田
芳
三
の
存
在
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

Ⅲ　

初
代
井
上
安
兵
衛
は
、
陸
軍
薬
局
方
規
定
品
に
認
定
さ
れ
た
伸
縮
繃
帯
を

発
明
し
た
宮
田
芳
三
の
才
能
を
見
込
ん
で
、「
井
上
商
店
の
後
継
者
に
は
養
子

の
井
上
紅
梅
よ
り
も
寧
ろ
宮
田
芳
三
が
適
当
」
と
判
断
。
井
上
紅
梅
を
商
店
の

後
継
者
に
は
不
向
き
と
し
て
廃
嫡
と
す
る
一
方
、
芳
三
と
明
治
三
八
年
頃
に
養

子
縁
組
み
を
行
い
、
宮
田
芳
三
は
井
上
由
蔵
に
改
名
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
芳
三
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井
上
紅
梅
の
養
家
と
宮
田
芳
三
に
つ
い
て 

―
―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事
跡
研
究
の
一
環
と
し
て 

―
―

は
二
代
目
井
上
安
兵
衛
を
襲
名
し
、
懸
案
で
あ
っ
た
井
上
商
店
の
世
代
交
代
は

完
了
し
た
。
し
か
し
、
廃
嫡
後
も
未
精
算
で
あ
っ
た
店
の
商
権
と
資
産
負
債
は
、

そ
の
後
す
べ
て
井
上
由
蔵
（
宮
田
芳
三
）
に
譲
渡
し
た
た
め
、
紅
梅
は
生
活
の

糧
を
奪
わ
れ
る
結
果
と
な
り
、
大
正
二
年
夏
上
海
に
渡
航
し
、
上
海
の
邦
字
新

聞
社
の
新
聞
記
者
に
就
職
す
る
こ
と
と
な
る
。

Ⅵ　

宮
田
芳
三
の
も
と
で
新
体
制
と
な
っ
た
井
上
商
店
で
あ
っ
た
が
、
井
上
安

兵
衛
襲
名
三
年
後
に
は
肺
病
で
入
院
、
四
年
弱
の
闘
病
生
活
の
後
に
二
代
目
井

上
安
兵
衛
が
死
亡
し
、
そ
の
後
程
な
く
し
て
井
上
商
店
は
一
家
離
散
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

以
上
が
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
に
よ
る
井
上
商
店
の
顛
末
で
あ
る
。
如

上
の
経
緯
で
井
上
商
店
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
よ
う
に
上
海
に
渡
航
し
た
紅
梅
は
、

支
那
風
俗
研
究
会
の
も
と
で
文
筆
活
動
を
展
開
し
、
後
に
は
白
話
小
説
の
翻
訳

を
手
掛
け
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し

た
い
。

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
戦
前
期
に

お
い
て
支
那
愛
好
者
が
果
た
し
た
文
化
受
容
活
動
の
実
証
的
研
究
」
の
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

注

【
一
】
拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

―
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
翻
訳
事
業
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化
研
究

科
論
集
』
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三

言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

―
一
九
一
〇
年
代
〜
二
〇
年
代
の
動
向
を
中
心
と

し
て
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
白
話
小
説
翻
訳

史
に
お
け
る
宮
原
民
平
の
存
在
に
つ
い
て

―
『
支
那
文
学
大
観
』
の
事
例
を
中
心

に
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇
五
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
「
中
国
通
俗
文
芸
受
容
史
に

お
け
る
翻
訳
文
体
の
問
題
に
つ
い
て

―
佐
藤
春
夫
の
「
百
花
村
物
語
」
を
中
心
と
し

て
」（『
池
田
雄
一
教
授
古
稀
記
念
ア
ジ
ア
史
論
叢
』
燎
原
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
同

「
支
那
に
浸
る
人

―
井
上
紅
梅
が
描
い
た
日
中
文
化
交
流
」（『
か
ら
船
往
来
―
日
本

を
育
て
た
ひ
と
・
ふ
ね
・
ま
ち
・
こ
こ
ろ
―
』
中
国
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
近

代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

―
村
松
暎
・

魚
返
善
雄
の
翻
訳
と
翻
訳
層
の
交
代
に
つ
い
て
」『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
一
七
号
、

二
〇
〇
九
年
）、
同
「
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
を
「
訓
読
」
か
ら
考
え
る

―
近
代
日

本
に
お
け
る
白
話
小
説
の
文
体
」（『
訓
読
か
ら
見
な
お
す
東
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

【
二
】
三
石
善
吉
「
後
藤
朝
太
郎
と
井
上
紅
梅
」（
橋
川
文
三
他
編
『
近
代
日
本
と
中
国
（
下
）』

朝
日
新
聞
社
、
昭
和
四
九
年
）
三
五
〜
三
六
頁
参
照
。

【
三
】
井
上
進
「
わ
か
草
」（『
文
庫
』
一
二
巻
一
号
、
明
治
三
二
年
四
月
）。

【
四
】
紅
梅
『
紅
い
土
と
緑
い
雀
』
支
那
風
俗
研
究
会
（
大
正
一
五
年
一
一
月
）、
紅
梅
「
過

去
の
銀
座
と
現
在
の
上
海
」（
東
洋
協
会
編
『
東
洋
』
昭
和
九
年
九
月
号
）
参
照
。

【
五
】
紅
梅
「
支
那
随
筆　

暗
殺
の
都
・
上
海
」（『
週
刊
朝
日
』
三
五
巻
二
号
、
昭
和
一
四

年
一
月
）
一
八
八
〜
一
九
一
頁
参
照
。

【
六
】
紅
梅
前
掲
「
支
那
随
筆　

暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
七
】
大
正
二
年
一
月
二
一
日　

印
刷

        
大
正
二
年
一
月
二
五
日　

発
行

        
編
輯
兼
発
行
者　

東
京
市
赤
坂
区
溜
池
町
八
番
地　

山
口
晋
一

        

印
刷
者　

東
京
市
京
橋
区
弓
町
二
四
番
地　

金
子
久
太
郎

        

印
刷
所　

東
京
市
京
橋
区
弓
町
二
四
番
地　

三
協
印
刷
株
式
会
社
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東
北
大
学
大
学
院  

国
際
文
化
研
究
科
論
集  

第
二
十
二
号

        

本
書
出
版
主
任　

山
口
晋
一

【
八
】
寅
彦
日
記
大
正
七
年
五
月
一
九
日
条
「
井
上
安
兵
衛
（
旧
芳
蔵
）
去
る
一
六
日
死
去
、

明
後
二
十
一
葬
儀
の
由
通
知
あ
り
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
〇
）』
一
七
五
頁
参
照
。

【
九
】寅
彦
日
記
明
治
四
五
年
一
月
三
日
条「
夕
方
井
上
由
蔵
改
め
安
兵
衛
年
賀
に
来
る
」『
寺

田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
二
五
一
頁
参
照
。

【
十
】
紅
梅
「
わ
か
草
」（『
文
庫
』
一
二
巻
一
号
、
一
八
九
九
年
四
月
）
参
照
。

【
十
一
】「
十
六
歳
の
秋
、
又
も
や
学
問
を
修
め
し
め
む
と
商
業
学
校
に
入
れ
給
ひ
し
」
紅
梅

「
愛
宕
山
」（『
新
声
』
一
編
四
号
、
一
八
九
九
年
四
月
）
参
照
。
相
田
洋
氏
は
上
記
引

用
文
の
「
商
業
学
校
」
を
高
等
商
業
（
高
商
）
で
は
な
く
、
一
般
的
な
商
業
高
校
と
推

論
し
て
い
る
。
相
田
洋
『
シ
ナ
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々

―
シ
ナ
通
列
伝
』（
研
文
出
版
、

二
〇
一
四
年
）
一
六
八
頁
参
照
。

【
十
二
】
寺
田
寅
彦
「
銀
座
ア
ル
プ
ス
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
三
）』
二
七
八
頁
参
照
。

【
十
三
】
掲
載
作
品
は
以
下
の
通
り
。

　
　

○
「
遊
猟
」『
新
声
』
四
巻
六
号
（
明
治
三
一
年
六
月
）

　
　

○
「
鵠
が
沼
の
一
夕
」『
文
庫
』
一
〇
巻
一
号
（
明
治
三
一
年
六
月
）

　
　

○
「
鷲
が
島
の
嵐
」『
新
声
』
五
巻
一
号
（
明
治
三
一
年
七
月
）

　
　

○
「
緑
陰
小
話
」『
文
庫
』
一
〇
巻
三
号
（
明
治
三
一
年
八
月
）

　
　

○
「
不
在
の
声
」『
新
声
』
五
巻
四
号
（
明
治
三
一
年
一
〇
月
）

　
　

○
「
饂
飩
売
」『
文
庫
』
一
一
巻
一
号
（
明
治
三
一
年
一
一
月
）

　
　

○
「
姿
見
の
浜
」『
文
庫
』
一
一
巻
五
号
（
明
治
三
二
年
二
月
）

　
　

○
「
忍
ぶ
艸
」『
新
声
』
一
編
二
号
（
明
治
三
二
年
二
月
）

　
　

○
「
わ
か
草
」『
文
庫
』
一
二
巻
一
号
（
明
治
三
二
年
四
月
）

　
　

○
「
愛
宕
山
」『
新
声
』
一
編
四
号
（
明
治
三
二
年
四
月
）

　
　

○
「
あ
や
め
草
」『
新
声
』
二
編
一
号
（
明
治
三
二
年
七
月
）

【
十
四
】
寺
田
寅
彦
「
銀
座
ア
ル
プ
ス
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
三
）』
二
七
三
頁
参
照
。
ま
た

同
じ
く
「
銀
座
ア
ル
プ
ス
」
に
は
「
当
時
い
ち
ば
ん
若
か
っ
た
Ｋ
ち
ゃ
ん
が
後
年
ひ
と

か
ど
の
俳
人
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
現
に
銀
座
裏
河
岸
に
異
彩
あ
る
俳
諧
お
で
ん
屋
を
開

い
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、「
文
学
少
年
た
ち
」
は
正
確
に
は
三
名
の
可
能
性
も

あ
る
。
寅
彦
は
大
正
七
年
五
月
二
〇
日
の
段
階
で
井
上
商
店
の
顔
ぶ
れ
に
は
「
金
蔵
君

の
外
は
昔
の
馴
染
は
あ
ら
ず
」
と
あ
る
。
こ
の
時
点
で
井
上
商
店
で
は
、
寅
彦
の
馴
染

み
で
あ
る
初
代
井
上
安
兵
衛
、
二
代
目
井
上
安
兵
衛
（
宮
田
芳
蔵
）
が
死
亡
し
、
井
上

紅
梅
も
上
海
滞
在
中
で
あ
り
、「
当
時
い
ち
ば
ん
若
か
っ
た
Ｋ
」
が
「
金
蔵
君
」
で
あ

る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
〇
）』
一
七
五
頁
参
照
。

【
十
五
】
寅
彦
日
記
明
治
三
七
年
一
月
二
九
日
条
「
夜
十
時
新
橋
着
。
井
上
よ
り
進
氏
と
宮

田
氏
迎
に
来
る
。
一
泊
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
八
）』
二
八
七
頁
参
照
。

【
十
六
】
寅
彦
日
記
明
治
三
六
年
一
月
三
日
条
「
午
前
又
進
、
稜
二
諸
子
と
ツ
ラ
ン
プ
」『
寺

田
寅
彦
全
集
（
一
八
）』
二
四
三
頁
参
照
。
寅
彦
日
記
明
治
三
六
年
一
月
七
日
条
「
井

上
に
至
る
。
進
、
稜
二
、二
子
共
に
不
在
。
主
人
は
昨
日
修
善
寺
よ
り
帰
宅
せ
り
」『
寺

田
寅
彦
全
集
（
一
八
）』
二
四
四
頁
参
照
。

【
十
七
】
宮
田
芳
藏
「
驟
雨
」（『
頴
才
新
誌
』
一
〇
二
九
号
、
明
治
三
〇
年
六
月
）
六
頁
、

宮
田
芳
藏
「
驟
雨
」（『
小
文
庫
』
二
巻
六
号
、
明
治
三
〇
年
八
月
）
五
三
六
頁
。

【
十
八
】『
文
庫
』（
九
巻
五
号
、
明
治
三
一
年
五
月
）
四
二
八
頁
参
照
。

【
十
九
】『
文
庫
』
創
刊
号
（
明
治
二
八
年
八
月
）
裏
表
紙
に
あ
る
「『
文
庫
』
寄
稿
心
得
」

の
前
文
に
は
「『
文
庫
』
は
、
中
等
教
育
の
程
度
に
あ
る
全
国
学
生
の
季
刊
雑
誌
な
り
」

と
あ
り
、
初
等
教
育
を
終
え
、
高
等
教
育
に
入
る
前
の
青
少
年
を
読
者
と
し
て
い
る
。

【
二
十
】
宮
田
芳
蔵
「
驟
雨
」（『
小
文
庫
』
二
巻
六
号
、明
治
三
〇
年
八
月
）
は
、製
紙
分
社
（
東

京
印
刷
会
）
編
（『
頴
才
新
誌
』
一
〇
二
九
号
、
明
治
三
〇
年
）
五
三
六
〜
五
三
七
頁

の
文
章
の
字
句
を
若
干
修
正
し
て
採
録
し
た
も
の
。

【
二
十
一
】
宮
田
稜
々
「
神
の
松
」（
新
声
社
編
『
二
葉
集　

青
年
文
叢
』
明
治
書
院
、
明
治

三
一
年
五
月
）
五
二
頁
参
照
。
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井
上
紅
梅
の
養
家
と
宮
田
芳
三
に
つ
い
て 

―
―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事
跡
研
究
の
一
環
と
し
て 

―
―

【
二
十
二
】
宮
田
稜
々
「
蚯
蚓
の
声

―
（
西
洋
お
伽
話
）」（
鳴
皐
書
院
『
少
国
民
』
第

一
二
年
二
四
号
、
明
治
三
三
年
一
一
月
）
五
九
〜
六
九
頁
参
照
。

【
二
十
三
】
宮
田
稜
々
「
雪
仁
王

―
（
お
伽
話
）」（
鳴
皐
書
院
『
少
国
民
』
第
一
三
年
二
号
、

明
治
三
四
年
一
月
）
三
七
〜
四
五
頁
参
照
。

【
二
十
四
】
宮
田
稜
々
「
花
百
合
物
語

―
（
お
伽
話
）」（
鳴
皐
書
院
『
少
国
民
』
第
一
三

年
八
号
、
明
治
三
四
年
四
月
）
五
三
〜
五
六
頁
参
照
。

【
二
十
五
】
宮
田
稜
々
「
張
子
房

―
（
支
那
英
傑
傅
）」（
鳴
皐
書
院
『
少
国
民
』
第
一
三

年
九
号
、
明
治
三
四
年
四
月
）
一
〜
一
九
頁
参
照
。

【
二
十
六
】
宮
田
稜
々
「
氷
賣
り
」（
鳴
皐
書
院
『
少
国
民
』
第
一
三
年
一
六
号
、
明
治
三
四

年
七
月
）
一
一
〜
一
七
頁
参
照
。

【
二
十
七
】
宮
田
稜
々
「
洪
水
記
」（『
詩
人
』
五
号
、
詩
草
社
、
明
治
四
〇
年
一
〇
月
）

四
八
〜
五
〇
頁
。

【
二
十
八
】「
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
末
尾
に
は
記
者
に
よ
る
評
言
が
付
さ
れ
、
…
…
し
ば
し
ば

辛
辣
な
評
言
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
投
書
家
か
ら
反
論
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
た
び
た
び
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
」（
関
肇
「『
文
庫
』
解
題

―
文
学
青

年
の
共
和
国
」『（
復
刻
版
）
文
庫　

解
題
・
総
目
次
・
索
引
』
不
二
出
版
、
二
〇
〇
六

年
）
六
頁
参
照
。

【
二
十
九
】
稜
々
子
「
骨
う
つ
声
」（『
文
庫
』
一
〇
巻
五
号
、
明
治
三
一
年
一
〇
月
）
の
小

島
烏
水
評
。
三
八
七
頁
参
照
。

【
三
十
】
稜
々
「
夏
虫
」（『
文
庫
』
一
二
巻
五
号
、
明
治
三
二
年
七
月
）
五
十
嵐
白
蓮
評
。

三
七
二
頁
参
照
。

【
三
十
一
】
稜
々
子
「
追
懐
記
」（『
文
庫
』
一
〇
巻
六
号
、
明
治
三
一
年
一
一
月
）
小
島
烏

水
の
評
。
五
〇
九
頁
参
照
。

【
三
十
二
】
稜
々
子
「
追
懐
記
」（『
文
庫
』
一
〇
巻
六
号
、
明
治
三
一
年
一
一
月
）
五
十
嵐

白
蓮
の
評
。
五
〇
九
頁
参
照
。

【
三
十
三
】
宮
田
芳
三
『
花
か
つ
み
』（
宮
田
芳
三
、
明
治
三
九
年
一
月
）
参
照
。

【
三
十
四
】
井
上
進
・
宮
田
芳
蔵
「
緑
陰
小
話
」（『
文
庫
』
一
〇
巻
三
号
、
明
治
三
一
年
八

月
二
〇
日
）
参
照
。

【
三
十
五
】
紅
梅
「
遊
猟
」『
新
声
』
四
巻
六
号
（
明
治
三
一
年
六
月
）。

【
三
十
六
】
井
上
進
「
饂
飩
賣
」（『
文
庫
』
一
一
巻
一
号
、
明
治
三
一
年
一
一
月
）、
四
二
〜

四
四
頁
参
照
。

【
三
十
七
】
拙
稿
「
井
上
紅
梅
の
研
究

―
彼
の
生
涯
と
受
容
史
か
ら
見
た
そ
の
業
績
を

中
心
と
し
て
」（『
小
説
・
芸
能
か
ら
見
た
海
域
交
流
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）

一
二
五
頁
参
照
。

【
三
十
八
】
紅
梅
前
掲
「
支
那
随
筆　

暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
六
頁
参
照
。

【
三
十
九
】『
新
声
』
新
三
編
五
号
（
明
治
三
三
年
四
月
）
掲
載
の
「
新
声
月
桂
冠
」
目
次
に
は
、

宮
田
芳
三
の
住
所
が
「
京
橋
区
尾
張
町
新
地
八
番
地
井
上
方
」
と
あ
り
、
彼
の
「
帰
郷

（
日
記
節
録
）」（『
文
庫
』
一
〇
巻
一
号
、
明
治
三
一
年
六
月
所
載
）
に
は
、
芳
三
の
実

家
が
「
神
奈
川
県
橘
樹
郡
橘
村
（
現
在
の
神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
）」
に
あ
る
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。

【
四
十
】
寅
彦
日
記
明
治
四
五
年
一
月
三
日
条
「
夕
方
井
上
由
蔵
改
め
安
兵
衛
年
賀
に
来
る
」

『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
二
五
一
頁
参
照
。

【
四
十
一
】
紅
梅
前
掲
「
支
那
随
筆　

暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
四
十
二
】井
上
進「
わ
か
草
」（『
文
庫
』一
二
巻
一
号
）に「
細
君
四
十
を
越
え
て
子
宝
な
く
」

と
い
う
一
文
が
あ
る
。

【
四
十
三
】
寅
彦
日
記
明
治
三
四
年
二
月
二
三
日
条
『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
八
）』
一
四
〇
頁

参
照
。
ま
た
「
銀
座
ア
ル
プ
ス
」
で
も
、
安
兵
衛
夫
婦
を
「
奥
の
間
の
主
人
主
婦
の
世

界
は
徳
川
時
代
と
そ
ん
な
に
違
わ
な
い
よ
う
に
見
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
寺
田
寅
彦

「
銀
座
ア
ル
プ
ス
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
三
）』
二
七
三
頁
参
照
。

【
四
十
四
】
寅
彦
日
記
明
治
三
八
年
一
〇
月
八
日
条
「
夜
井
上
を
訪
ふ
。
店
先
改
築
工
事
中
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第
二
十
二
号

な
り
」（『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』、
二
二
頁
参
照
。

【
四
十
五
】
寅
彦
日
記
明
治
四
一
年
二
月
二
日
条
「
午
後
井
上
へ
土
産
物
を
持
ち
行
く
。
二

階
を
改
築
し
て
体
裁
を
改
め
た
り
。
洋
食
の
馳
走
に
な
る
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』

六
一
頁
参
照
。

【
四
十
六
】
紅
梅
前
掲
「
支
那
随
筆　

暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
四
十
七
】『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
二
五
一
頁
参
照
。

【
四
十
八
】
井
上
紅
梅
前
掲
「
支
那
随
筆　

暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
四
十
九
】
寺
田
寅
彦
の
日
記
大
正
三
年
一
〇
月
一
五
日
条
に
は
、
寺
田
夫
人
の
寛
子
が
紅

梅
の
息
子
の
「
五
つ
の
祝
」
と
し
て
反
物
持
参
し
て
い
る
こ
と
（
寺
田
寅
彦
全
集
一
九

巻　

三
一
四
頁
）、
そ
し
て
大
正
七
年
五
月
二
〇
日
条
に
も
、
井
上
商
店
に
「
進
氏
の

息
九
歳
」
が
登
場
す
る
と
こ
ろ
か
ら
（
寺
田
寅
彦
全
集
二
〇
巻　

一
七
五
頁
）、
紅
梅

の
息
子
は
井
上
商
店
に
預
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

【
五
十
】『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
三
一
四
頁
参
照
。

【
五
十
一
】「
井
上
安
兵
衛
未
亡
人
昨
夜
死
去
の
報
あ
り
、
早
速
見
舞
に
行
く
。
香
奠
五
円
差

出
す
」
大
正
四
年
一
一
月
二
四
日
条
『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
〇
）』
三
五
頁
参
照
。

【
五
十
二
】「
井
上
安
兵
衛
（
旧
芳
蔵
）
去
る
一
六
日
死
去
、
明
後
二
十
一
葬
儀
の
由
通
知
あ

り
」
寅
彦
日
記
大
正
七
年
五
月
一
九
日
条
『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
〇
）』
一
七
五
頁
参
照
。

【
五
十
三
】『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
〇
）』
一
七
五
頁
参
照
。

【
五
十
四
】
寺
田
寅
彦
「
銀
座
ア
ル
プ
ス
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
三
）』
二
七
八
頁
参
照
。


